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013年に大山代表幹事から、仙台経済同友会に「ものづ

くり委員会」をつくりたい、そこでせひ活動を引っ張ってほし

いというお話がありました。我々はずっと、「ものづくり」をやってき

た会社なので、お役に立てればということで委員会活動がスター

トしました。

　当同友会に入会してみて驚きました。仙台は支店文化といわれ

ており、3次産業が多く、ものづくりをやられている会員の皆さんが

本当に少なかったからです。しかし、1次産業、2次産業が競争力を

持つことは、仙台、宮城、ひいては東北が将来、地に足のついた発

展を遂げていくために非常に重要なことだと思います。

　一方、東北に縁もゆかりもない人が、どれだけ東北に魅力を感じ

て移り住んでくれるか、ということもこれからの課題でしょう。

　当社は、2012年に設立後、静岡や神奈川から約8百名の従業員

が家族とともにこちらにやってきました。そこでよく耳にするのが、仙

台は住みやすいという声です。実際に仙台に家を建てて両親を呼

び寄せた家族もいます。東北は人情があって、食べ物もおいしいし

自然も豊か。さらに子育て世代は、子どもの教育にも理想的な文教

都市だというのですね。つまりお年寄りも子どもも、幅広い年代が生

活しやすい街だと言えるでしょう。

　ただし、まだ整備が必要な部分もあります。そのひとつが「保育

所」です。東北は三世代同居率が高く、全国平均８％弱に対して

15％近いという数字があります。つまり愛情あふれるおじいさん、

おばあさんに子どもを託して働ける環境に恵まれているということ

ですね。それだけに、他県から移り住んだ人にとっては保育所不足

が深刻です。当社でも、共働きしていた奥さんが仕事を辞めざるを

えないという状況が起こりました。そこでつくったのが企業内保育

所です。開設にあたっては、企業主導型保育事業として内閣府の

助成を受け、県や町村にもご協力をいただきました。現在は当社の

従業員のみならず、同じ第一・第二仙台北部工業団地企業や地域

の方々にも利用していただいています。

　これまで日本のものづくりは苦難の時代といわれ、多くの製造業

は外国に拠点を移してきました。しかし、状況は変化しています。安

定した政治、勤勉な国民性へ再び目が向けられ、今後は日本国

内、とくに東北を拠点とする動きが出てくることを私は確信していま

す。BCMの観点からも、関東圏への一局集中は問題です。

　東北をより豊かに発展させるためには、1次産業、2次産業含め、

あらゆる分野で「一人ひとりが、どうしたら生産性があげられるか」

日々考えながらチャレンジすると、一体感が生まれ、人材が育ち、

圧倒的な強みになると考えます。

　これからも、当同友会で、さまざまな業種の方たちといっしょに、

ものづくりを通じて可能性を追求し、東北だからこその豊かな未来

を展望していきたいと思います。
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弘進ゴム株式会社のカイゼン活動【2014年度】

0403

［特 集］
委員会の活動 工業用ホースの小ロット化による

　  日当たり生産品種の多品種化
　弘進ゴムが製造していた工業用ホースは内外径や材質な
どにより323種類にのぼる。品質不良や欠品を恐れ、注文量
より多く生産していたため、在庫の保管期間が少なくても2
か月。長いものでは４~１２か月保管していた。
　カイゼンのテーマを「日当たり生産品種１品種→小ロット
の2品種」に定め、出荷品種に対応できる生産形態に向け見
直しを図ることにした。

　工業用ホース工場の社員が全員参加して、カイゼン活動を進めるキックオ
フ会を行い目的意識を共有した。
　その後、社員はトヨタ自動車東日本からの基礎教育と演習を受講して「ム
ダのカイゼン」を理解した。

補強糸

外皮内管

カイゼンのテーマ

カイゼンステップ

STEP

1
　モデル工程を選出して、段取り（型の交換作業）を撮影したり、作業時間を
計測したり、問題点の整理するなどして、作業担当者とトヨタ自動車東日本
のメンバーと共に分析した。
　段取りに1日180分の時間を要していたため、1日1製品しか生産できな
かった工程の見直しを図った。その結果、段取り時間を90分にするカイゼン
を実施することができた。

STEP

2

　段取り時間の半減で小ロット化を図り完成品在庫50％低減した。さらに今
回取り組んだ工程をモデルに他のラインでのカイゼンを進めた。段取り時間
もさらに低減することができた。

STEP

3
前段取
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　2013年からものづくり委員会の活動が始まりました。最初にモデ
ル企業になっていただいたのは弘進ゴムさんと、東北特殊鋼さんで
した。弘進ゴムさんの例をあげますと、ホースの製造部門でさまざ
まな課題を洗い出し、当社の担当者と共に解決策を考えました。そ
の結果、目に見える形で工程作業が整理され、無駄がなくなり、中
間在庫、完成品在庫を抱えることもなくなったのです。在庫が少な
くなり、作業工程も簡略化できたことから顧客の突然の注文数の増
減にもきめ細かに対応できるようになり、企業収益にも貢献できまし
た。
　弘進ゴムの西井英正社長自らがこの活動にとても熱心に取り組ん
でいただきました。トップが意思を持って取り組むことが大事で、や
がて現場の一体感が生まれ、人材育成につながるのです。
　社内のリーダー役の方は「ものづくり委員会って何なのだろう？ 何

をこれからすればいいんだろう?」と最初は戸惑われます。しかしな
がら、活動を進めていくうちに「これは面白い！」と考えが変化しはじ
めます。リーダーのみならずメンバーたちが同じように意識改革がで
きたのです。課題を見つけ、それをどのように解決するかの道筋を
考え、試行錯誤の末に解決策を生み出すことができた時、その達成
感は通常業務では味わえないものだったと思うのです。当たり前の
作業だけしていては見えないものが見えてくる…目から鱗が落ちるよ
うな体験をたくさんできたのではないでしょうか。
　もちろん、解決策は簡単には生まれません。当社社員の話ですが、
作業工程の省力化についてカイゼンの課題を与えられ、一日中ずっ
と考えた案も失敗ばかりという日が続いたということです。それがふ
とテレビに映った物を見て「これ使えるぞ !!」と瞬時にひらめいたと
いう例があります。人間は常に意識しているからこそあっと驚くよう
なアイデアが生まれてくるものです。悩み苦しみ、たゆまぬ努力がや
りがいのある結果につながっていくのです。
　その後、弘進ゴムのカイゼンのリーダーは、西井社長に見込まれて
他の部門でカイゼン活動に取り組んでいるとのこと。まさしく「もの
づくりは人づくり」です。この活動が人材育成につながっているとい
う好例だと思います。

　ものづくり委員会は、トヨタ自動車東日本が実践しているカイゼン活動を通
じて仙台の製造業を中心としたものづくり企業を発展・進化させていくことを
目指しています。はじめに、モデル企業の現場でトヨタ自動車東日本の担当者
と話し合い、企業の課題を双方で共有します。その上で、それぞれの視点で意
見を交換し、知恵を出し合ってカイゼンを進めていきます。
　モデル企業は製造業や食品加工業など多岐にわたり、個々の企業が設定す
る課題や、解決に向けたアプローチの仕方はそれぞれ異なります。自動車製
造と異なる現場ではトヨタ自動車東日本の担当者にとっても戸惑うことが少な

くないそうですが、業種の異なる会社の社員同士が一緒に活動するこ
とで双方にとって大きな学びを得られる機会となっているといいます。
　現場での作業手順や作業動線、更に用具の使い勝手などの確認を
していくうちに、今まで当たり前のように考えていたやり方にさらなる
カイゼンの余地がある事が分かってきます。そしてひとつのカイゼン
をすると、カイゼンの目は他工程へ波及していきます。こうして、従業
員一人ひとりに「カイゼンは面白い」という意識が芽生え、新しい発想
を生み出し、企業全体の活性化へとつながっていきます。
　会員社によるものづくり委員会の活動は、仙台経済同友会が目指す
東北の経済交流の活性化につながっているといえそうです。

仙台経済同友会・ものづくり委員会の活動とは

東北のものづくりの発展と進 化を目指して
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仙台経済同友会・会員企業290社は9つの委員会に分かれて活動を続けています。
その中の一つ・ものづくり委員会では、毎年会員企業の中からモデル企業をたてて、トヨタ自動車東日本と共に
モデル企業の現場のカイゼン活動に取り組み、そのプロセス・成果を委員会で発表・共有することで、
宮城県内製造業の発展・進化を目指しています。
今回はカイゼン活動を経てモデル企業が大きく変わっていくものづくり委員会の活動を紹介します。

委員会の活動を通じて企業も人も変わっていきます
ものづくり委員会の委員長として熱心に活動を続けているトヨタ自動車東日本取締役社長・白根武史さんに活動内容や今後の展　   望などについてうかがいました。

スペシャル
インタビュー

Q ものづくり委員会の活動を通じて、モデル企業では
どのようなカイゼン効果が生まれているのでしょうか?

悩みながら作業工程の解決策を生み出すことが
できた時「これは面白い !」と実感できるのです

  製造業や食品加工業が活動に積極的に参加
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　仙台は製造業よりも3次産業が多いのですが、ものづくり委員会
の活動には1次、2次、3次産業問わず様々な分野の方が積極的に
参加していただきたいと思います。まわりの力を巻き込んでいく力、
アプローチの仕方など、どの産業でも共通だと思います。異業種間
でも「ああ、そういうことか」「そういう考え方をすればいいのか」と
いうような様々な発見をし、課題を共有し「教え教えられる」風土を
つくり上げていきたいのです。
　仙台経済同友会の企業間で一体感を持つことで企業も人も育
ち、ひいては東北全体のボトムアップを図ることができると考えら
れます。
　それからものづくり委員会の活動は、現地現物※を基本としていま
したが、これからの委員会活動では活動実績の報告は必ずしも現
場での開催でなくてもいいのではとも考えています。

　モデル企業として手を挙げて
いただいている企業の中には、
食品関連の企業さんも少なくあり
ません。中間報告、年度報告な
どにおいて，活動実績を現場で
発表していただくときに、衛生管
理面等から現場への立ち入りが
困難なケースもあります。今後、
ものづくり委員会の発表の場に
おいて現地現物が難しい場合、
モデル企業のカイゼン前と後の
現場を収録した映像を用いて報
告頂くなど、参加企業の皆さんと
共に課題とその解決策を共有化
していくことも新たな取り組みとして必要だと思っています。
　そして、アンテナを高く掲げて課題を見つけ、周囲の力を巻き込ん
で東北経済の基盤強化に貢献していくためにも、ものづくり委員会
の活動に今後も協力していきたいと考えています。

東北のものづくりの発展と進 化を目指して

▲現場視察の様子
（株式会社パールライス宮城）

特集・次ページへつづく

仙台経済同友会・会員企業290社は9つの委員会に分かれて活動を続けています。
その中の一つ・ものづくり委員会では、毎年会員企業の中からモデル企業をたてて、トヨタ自動車東日本と共に
モデル企業の現場のカイゼン活動に取り組み、そのプロセス・成果を委員会で発表・共有することで、
宮城県内製造業の発展・進化を目指しています。
今回はカイゼン活動を経てモデル企業が大きく変わっていくものづくり委員会の活動を紹介します。

ものづくり委員会の委員長として熱心に活動を続けているトヨタ自動車東日本取締役社長・白根武史さんに活動内容や今後の展　   望などについてうかがいました。

Q 今後のものづくり委員会についての
課題や展望をお聞かせください。

現場での報告が難しい場合、映像なども駆使して
モデル企業のカイゼンを共有したい

▲「2017年度 第1回ものづくり委員会」で
発言をする白根武史トヨタ自動車東日本取
締役社長（2017年10月27日）

※現地現物＝ものごとの行われている現地に足を運び現物を見ながら考えること
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05

［特 集］
委員会の活動

業 務 内 容 使用電力料金を算定する計量器の製造と修理

活動テーマ 部品や完成品の在庫低減
　次世代電力量計のスマートメーターをはじめ、計器用変成器など電気計量器類の製造と修理を行っています。当社では2016年度、2017年度
の2年間にわたり主力製品であるスマートメーターの「ものの入り口から出口まで」の流れや作業内容のカイゼンに取り組みました。まず「入り口」
の部品倉庫では、部品搬入の流れを検討。部品を倉庫に下ろす手段をベルトコンベアからフォークリフトに変更して作業時間の短縮を図ると共に、
部品を必要な分だけ取り出せるようにしました。次にスマートメーターの組み立て工程では、部品供給の流れを見直しました。そして、部品を取り
出した後の空箱処理作業にはからくりシューターと名付けた装置を開発し、単純作業の効率化を図ることができました。
　また「出口」にあたる製品倉庫では、これまで先に製造された製品が奥に積み込まれており、取り出して出荷するのに時間がかかっていました。
検討の結果、スマートメーターの完成品が入った400㎏もある通箱を移動させるのにコロコン※にのせて移動させることを考えつきました。当社の
担当スタッフがオリジナルのコロコンを設計し、組み立て、設置を行って、作業もやりやすくなり時間も短縮にもつながりました。自分たちだけで作
業者が楽になるようなカイゼンをやり遂げた達成感は次の仕事への意欲にもなると思います。
　次年度は入り口から出口までのカイゼンを継続的に行い、部門横断的な活動の定着を図って行きたいと考えています。

「ものの入り口から出口まで」の流れや作業内容のカイゼンを続ける
東北計器工業株式会社　黒川郡大和町吉岡字石神沢34-1

業 務 内 容 お米・野菜の生産、およびカット野菜の生産

活動テーマ カット野菜の生産現場における作業時間の短縮
　当社は「農業商社」を社是とし、農業生産法人として日本農業の先進事例を切り開くべく、お米をはじめ様々な取り組みを行っております。その
中の一つの事業として「生食用カット野菜の生産」があります。カット野菜事業に関しては、大手コンビニやスーパーなどの販路に対し24時間体制
で生産を行っています。今年の冬は天候不順により野菜価格が高騰し、カット野菜へのニーズが高まりました。平常の約1.8倍もの発注がある時
期もありましたが、欠品を起こさずこれをやり切ることができました。これは、トヨタ自動車東日本の皆さまと、無駄のない生産を目指し鋭意取り
組んできた成果でもあると考えます。例えば、工場のレイアウトを変更し、機械の配置や野菜の置き方を変更するカイゼンをしたことなどです。
工場内の動作時間を測定した結果、無駄の多い動きをしていたことが分かり、人・もの・情報の流れも変えて作業時間の短縮へつながりました。また、
野菜カット工場では最新機器の大型洗浄装置を導入しています。徹底的な品質管理に細心の注意を払っていることもありますが、商品の切り替え
準備に時間のロスが発生していました。機械に水を流すなど工夫し、切り替え時間を短縮することができました。 
　今年度の活動の結果、従業員のカイゼンに対する自信と意欲が向上しました。今期は4名のスタッフにてカイゼンに取り組みましたが、来期は
活動メンバーを拡大し、 更に高い目標を掲げて生産性を高めていきたいと思います。

カット野菜の生産現場における作業時間の短縮 
株式会社舞台ファーム　仙台市若林区日辺字田中11

業 務 内 容 水耕栽培施設におけるトマト・葉物類などの生産

活動テーマ グローバルGAPの認証取得
　2015年、2016年度はモデル企業として作業者の動作や安定生産をテーマにカイゼンに取り組みました。
　2017年度はリーダー企業として、カイゼンを自社の文化として定着すべく、2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催をきっかけに注
目されているグローバル GAP※の認証取得に挑戦しました。これはコンサルタントの指導無しでは取得が難しいと言われているものですが、自分
たちの力だけでチャレンジし、今年の2月に審査を受審し、見事合格することができました。審査内容も250審査項目中カイゼン項目1ヵ所のみ
と高評価を得ました。
　次年度は全従業員にこの活動を浸透させて、当たり前の事を当たり前に実践出来るようにしたいと考えています。未来の農業の「みちさき」案内
人になれるよう挑戦し続けたいと思います。

グローバルGAP認証取得に挑戦。未来の農業のみちさき案内人になれるように
株式会社みちさき　仙台市宮城野区蒲生字細川65

※グローバル GAP ＝ 世界の農業者の共通テーマである、「食品安全」「労働安全」「環境保全」「生態系の維持」に対するリスクアセスメントの実践を通して「食の安全と持続可能な生産」を実
現する活動

　2017年度委員会の活動方針は「現場のカイゼン活動を通
じて宮城県内製造業の発展・進化を目指す」。活動を行うな
かで、一人ひとりの生産性を上げることを実践しています。
　リーダー企業は、弘進ゴム株式会社、東北特殊鋼株式会社、
パールライス宮城株式会社、株式会社みちさきの4社。モデ
ル企業は東北計器工業株式会社と株式会社舞台ファーム。
　3月22日に、株式会社みちさき、東北計器工業株式会社、
株式会社舞台ファームの年度報告が行われました。

２０１７年度のものづくり委員会活動報告
各企業がさまざまなカイゼンに取り組む

※コロコン＝ベアリングを使っているコンベア

2018年度の委員会活動 ●リーダー企業／弘進ゴム株式会社、東北特殊鋼株式会社、株式会社パールライス宮城、株式会社みちさき、東北計器工業株式会社
●モ デル 企 業／株式会社舞台ファーム【継続】、株式会社ホテル佐勘【新規】
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［特 集］
委員会の活動
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